
　本研究では，RCP8.5シナリオの下，近未来（2031‒
2050年）における熱中症リスクを評価した．開発した
モデルは，熱中症による救急搬送数（以下，熱中症救
急搬送者数）を被説明変数とし，日最高気温または暑
さ指数（WBGT）の日最高値を説明変数とする一般化
線形モデルに基づいている．日最高気温に基づくモデ
ルで，気候変動のみを考慮した場合（Case 1），気候変

動と人口動態を考慮した場合（Case 2），気候変動と人
口動態に加えて長期暑熱順化を考慮した場合（Case 3）
の熱中症救急搬送者数の予測を行った．Case 2では，
近未来の熱中症救急搬送者数は，全国平均でベースラ
イン期間（1981‒2000年）の2.3倍となることがわかっ
た．Case 2の熱中症救急搬送者数は，人口が減少して
いるにもかかわらず，全国平均で Case 1より10％程度
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　本研究は，2019年の台風 Faxaiの発生に対する大気
および海洋の寄与の定量化を行った．熱帯低気圧発生
スコア（TGS）を用いた統計解析では，後に台風 Faxai
に発達した熱帯擾乱（Pre‒Faxai）が偏東風波動（EW）
に起因することを示した．TGSグリッドバージョン解
析によって評価した Pre‒Faxaiの発生領域平均の EW
スコア（Grid‒EW）は，気候値の約 2倍であり，過去
38年間でも 2番目に大きな値であった．Pre‒Faxaiの
位置に対応する高 Grid‒EW領域は，2019年 8月25日
頃に北太平洋東部にまでさかのぼることができる．高
Grid‒EW領域は低気圧性循環を伴い，その循環中心
では深い対流が立つことで湿潤域を維持していた．こ
の高 Grid‒EW領域は，背景風により西へ移動して北

太平洋西部に到達した．気象庁版 SHIPS（TIFS）によ
り，Faxaiの発生に重要な環境場は，海洋と鉛直シア
であることを示した．海洋条件は Pre‒Faxaiが北西太
平洋上を移動するときから貢献していた．しかし，対
流圏上層に発生した寒冷渦により，その地域の鉛直シ
アが増加して，一時的に Pre‒Faxaiの発達は抑制され
た．その後，寒冷渦の弱化に伴って鉛直シアが低下し
た 9月 4日に，Pre‒Faxaiは熱帯低気圧の強さにまで
達した．したがって，TGSと TIFSは台風 Faxaiが発
生する10日前にその予兆を検出しており，これらの手
法を用いた偏東風波動や鉛直シアのモニタリングは防
災のためにも重要である．

多くなっている．これは，ベースライン期間から近未
来にかけて高齢者数が増加するためである．ただし，
Case 2の患者数が Case 1より少ない都道府県は20県
あった．Case 1と Case 3の結果を比較すると，暑熱耐
性の獲得やライフスタイルの変化により，熱中症患者
数を全国で約60％減少させることが可能であることが
わかった．特に，エアコンの普及に代表されるライフ

スタイルの変化により，近未来の熱中症患者数が基準
期間よりも少なくなる地域があることがわかった．つ
まり，ライフスタイルの変化は，熱中症リスクに対す
る重要な適応策であることが示唆された．また，以上
の傾向は，日最高WBGTを説明変数とした予測モデ
ルでも同様に確認された．

　地球温暖化将来予測において，確かな夏季東アジア
海面気圧配置と不確かな気圧配置およびこれらの要因
について，第 6次結合モデル相互比較プロジェクト
（CMIP6）の多数モデル実験に対するモデル間経験直
交関数（EOF）解析をもとに，CMIP5の解析結果との
共通点に注目して研究した．
　CMIP6気圧将来変化のアンサンブル平均および
EOF第 1モードから第 3モードは，CMIP5の場合と
それぞれ類似している．第 1モードと第 2モードは，
東アジア亜熱帯の高気圧の強化と東アジア北方での高

気圧の弱化を表現している．第 3モードは夏季東アジ
ア気圧配置と逆の偏差パターンであり，南風モンスー
ンの弱化を意味する．
　第 2モードはほぼすべての CMIP6将来気圧変化に
正符号で寄与していて，確実な将来変化パターンを表
す．この確実なモードは，全球平均に比べると北半球
大陸およびその周辺海域の地表付近の，より強い昇温
の結果である．第 1モードと第 3モードは，アンサン
ブル実験の将来変化に寄与する符号がモデルで異なる
ため，主要ではあるが不確実な予測パターンであると
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　本研究は，2018年に大阪湾において高潮による甚大
な被害をもたらした台風21号（Jebi）を対象に，気象
モデルとパラメトリックな 2次元台風モデルによる台
風経路アンサンブルシミュレーションを行い，日本の
沿岸域の最大潮位偏差を調べた．大阪港での潮位偏差
は，パラメトリックな 2次元台風モデルよりも気象モ
デルの方が観測結果と近い値となった．この両モデル
の違いは，大阪湾の海上で強まる吹き寄せ効果に依存
するものであった．台風経路アンサンブルシミュレー
ションの結果より，本州，四国，九州における沿岸域
では，経度方向の経路の移動に依存していることがわ
かり，太平洋にひらいた浅い湾では，最大潮位偏差が
2.50mを超える地点もあった．沿岸域の中で最も潮位
偏差を大きく予想した地点での最悪のコースは，台風

中心が対象地点を通過するヒットコースよりも西側ま
たは東側0.4‒0.8° を通過するため，吹き寄せ効果が重
要な要因であることを示している．この最悪のコース
からヒットコースまでの距離は，Jebiの最大風速半径
とほぼ同じ距離であった．どちらのモデルも最悪の
コースは，対象となる沿岸域に対してほぼ同じ経路を
通過した．最大潮位偏差は，気象モデルの方が傾度風
モデルよりも高く予想される傾向となった．本州，四
国，九州の沿地点で，最大潮位偏差が2.00mを超えた
地点は約6.0％であった．これらの値は，台風の特性
や，抽出地点に依存している．しかし防災や災害リス
ク管理の観点から，台風による高潮被害が発生してい
ない地点を含むすべての沿岸域で，最大潮位偏差と最
悪コースを推定することは重要である．

考えられる．第 1（第 3）モードは，地球温暖化で鉛
直方向に安定化した大気がもたらす，インド洋の赤道
域（北方域）での鉛直流抑制および太平洋の赤道域（北
方域）での逆方向の鉛直流偏差が要因として考えられ
る．上記のモードの特徴は，CMIP5の解析結果と本質
的に共通している一方で，異なっている海面水温偏差

はモードの 2次的な構造と関係している．
　不確実な将来変化のある部分は，現在気候における
降水量再現性の系統的なモデル差異に原因を求めるこ
ともできる．というのも，これが地球温暖化時に抑制
される鉛直流分布を決めているからである．

　日傘は，携帯可能で安価であることから，屋外での
合理的な熱ストレス対策といえる．本研究では，日本
の夏の高温多湿の日において，日傘の熱ストレス緩和
効果を街路樹やドライミスト散布の効果と比較した．
日傘，街路樹，ドライミスト散布の下と日向で気象要
素を観測し，Universal Thermal Climate Index
（UTCI）とWet‒Bulb Globe Temperature（WBGT，
湿球黒球温度）を算出した．その結果，日傘下での
UTCIとWBGTは，日向よりもそれぞれ4.4℃と1.3℃
低くなった．これは，下向き短波放射の減少により黒

球温度が低下したためである．このことから，日傘は
熱中症リスクを 1段階下げられることが実証された．
また，UTCIの観点からは，日傘の効果は街路樹の効
果の75％以上であることも分かった．街路樹は日向よ
りも UTCIを5.9℃，WBGTを1.9℃低下させ，熱中症
リスクを 1段階低下させることができた．一方，ドラ
イミスト散布は，風が吹く条件下では熱ストレスを緩
和しなかった．本研究の結果は 1日の観測によるもの
だが，先行研究との比較から，本研究の観測結果は日
本の夏の日を代表するものである．
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